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生徒数５１１名

風は未来を ９月号
「前向きに実践できる、みんなが元気な長野中」

災害から身を守るのは自分自身です！
広島市の大規模土砂災害から 2 週間あまりが立ちました。9 月 3 日現在で死者は 72 人、2

人が行方不明となっています。避難所では依然として 1， 400 人近くの方が生活していま
す。自然災害はいつどこで起こるかは分かりません。私たちの住む行田市は比較的災害
が少ない所と言われていますが、大雨、雷、竜巻には十分に警戒しなければいけません。
「空が暗くなる」「冷たい風が吹いてくる」「雷が見える・聞こえる」などの積乱雲が

近づくサインを感じたら、まもなく急な大雨や落雷が起きる可能性が大きいです。また、
竜巻が襲ってくる場合もあります。猛烈に強い風が吹き出したら、鉄筋コンクリートの
ビルなど、すぐに近くの丈夫な建物の中へ入りましょう。大雨がふると、地下に水が流
れ込むことがあるので、地上より上の階にいるようにしましょう。雷のときは車や列車
の中も安全ですが、竜巻のときは車も飛ばされてしまうので危険です。また、飛んでき
た物が窓を突き破り、部屋にガラスが飛び散るおそれがあるので、窓に近づいてはいけ
ません。テーブルの下など、飛んでくるものから身を守れる場所へ非難しましょう。

竜巻被害を防ぐには 気象庁リーフレットより

雷から身を守るには

雷は、雷雲の位置次第で、ところを選ばずに落ちます。
金属類を身につけていると落雷を受けやすいとよく言

われますが、実際は金属類の有無にかかわらず人間にも
落雷することがあるそうです。また、近くに高いものが
あると、これを通って落ちる傾向があります。グランド
やゴルフ場、屋外プールなどの開けた場所や、山頂など
の高いところなどでは、人に落雷しやすくなるので、で
きるだけ早く安全な空間に避難してください。
鉄筋コンクリート建築、自動車、列車の内部は比較的

安全な空間です。また、木造建築の内
部も基本的に安全ですが、全ての電気

器具、天井・壁から１ m 以上離れれば更に安全です。
近くに安全な空間が無い場合は、電柱、建築物などの高い物体の

てっぺんを 45 度以上の角度で見上げる範囲で、その物体から４ m 以
上離れたところ（保護範囲）に退避します。高い木の近くは危険で
すから、最低でも木の全ての幹、枝、葉から２ m 以上は離れてくだ
さい。姿勢を低くして、持ち物は体より高く突き出さないようにし
ます。雷の活動が止み、20 分以上経過してから安全な空間へ移動し
ます。

「災害から身を守る」自己チェック
今まで、避難訓練などで勉強してきたことをもとに、自己チェックしてみましょう。


